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■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　７日前まで）

所要時間

20分～2時間

長井ダム水源地域における環境学習事業
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

長井ダム水源地域の豊かな自然に触れて
地域資源や環境保全の大切さを学ぶ

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

10名～40名

HPのURL ：

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 澤出　真紀 manabikan@mogami-river.net

所在地  993-0042 自然との共生

山形県長井市平山2743－4（野川まなび館）
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0238-87-0605

 部 署 名 ： 0238-87-0611

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第７条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 33 平成24年8月1日 環境分野

野川まなび館では、置賜野川の歴史をはじめ地域の暮らしや風土文化、

動植物の生態や地質など様々な観点から流域の環境について学ぶこと

が出来ます。

講座やイベントでは、水循環や水資源、長井ダム水源地の治水、利水、

水質について学習することが出来るほか、実際に長井ダム水源の豊か

な

自然に触れながら環境保全や長井市の歴史・文化について楽しく学べ

ます。

☆主なメニュー

・野川の自然・歴史・長井市の水循環について学ぼう（展示室）

・水の郷 清流ウオーキング

（冬の3ｋｍコース・夏～秋の4,6,7,8,10ｋｍコース）

・ウオーターインタープリター養成講座(無料）

・ながい百秋湖ボートツーリング「絶景・三淵渓谷通り抜け参拝」

・野川水源地域フォトコンテスト

・最上川桜遊覧(無料）

4月～11月 ： 9時から16時30分

12月～3月 ： 9時から16時

野川まなび館の見学は無料

体験・イベントの参加費は～2000円

※ガイド料、保険料、材料費、外部講師

への謝金等

特定非営利活動法人

最上川リバーツーリズムネットワーク

https://www.facebook.com/manabikan

mailto:manabikan@mogami-river.net


その他
参考事項

実　　績

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

専門スタッフ 氏 名 佐藤 五郎

所属・役職名 代表理事

環境学習に関する主な経歴

国土交通省最上川水系流域委員会副委員長

国土交通省河川環境保全モニター

山形県環境アドバイザー

美しい山形・最上川フォーラム副会長

山形県自然環境保全審議会委員（自然公園部会長代理）１９８９～２００１

山形大学人文学部非常勤講師（環境科学論）１９９７

ストップ温暖化「エコカップやまがた」実行委員長

長井ダム水源地域ビジョン推進会議 会長

令和３年度の受入れ実績 ７，１５３名

令和３年度は、自然豊かな周辺環境を活かした課外活動や研修会開催の申込が多数あ

り活動拠点としての位置づけが浸透している。小学生の社会科見学や環境学習の一環と

して活用されており、大学生のフィールドワークの受入、団体利用の一般見学・案内など幅

広い世代を対象に展開しています。

第８回を迎えた「野川水源地域フォトコンテスト」は、県内はもとより県外からの応募も目

立つようになり、ながい百秋湖や置賜野川の美しい自然と人が織りなす文化を見直すきっ

かけとなり、地域の魅力発信に広く繋がっている。

ダム湖（ながい百秋湖）を活用したボートツーリング「絶景・三淵渓谷通り抜け参拝」には、

県内外や海外からも多く訪れ、昨年度は３３１９名が参加された。

桜の時期に最上川をボートで遊覧し最上川の魅力を体験してもらう。

絶景だけでなく、郷土の歴史や文化、環境保全についても学ぶことができ、開催を通し、長

井ダム水源地域への高まりが感じられます。

ダム湖及び河川周辺におけるライフジャケットの着用

ボートの船舶検査、運輸局の安全規定遵守

体験イベント実施の際は保険に加入する事

コロナ対策として、野川まなび館入館時は、検温・消毒・入館者カードの記入


